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報
]

三
月
三

一
日

松
尾
光
副
所
長
が
離
任
｡

平
成
十
九
年
度

二
月
二
五
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
､
大
館
真
晴
主
任

研
究
員

(以
下
'
研
究
員
と
略
す
)
が

｢古
代
の
伝
承
と
歌
④

桜
児

･
綬
児
の
物
語
｣
を
講
義
｡

二
月
二
八
日

関
西
笑
狸
会

(大
阪
)
で
､
井
上
さ
や
か
主
任
研
究
員

(以

下
(
研
究
員
と
略
す
)
が

｢万
葉
集
か
ら
み
た
古
代
の
讃
岐
｣

を
講
演
｡

三
月

八
日

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
で
､
井
上
さ
や

か
研
究
員
が

｢万
葉
集
の
基
礎
知
識
｣
と
題
し
て
講
義
｡

三
月

九
日

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
で
'
井
上
さ
や

か
研
究
員
と
大
館
真
晴
研
究
員
が
館
内
案
内
の
講
師
を
務
め
る
｡

三
月

一
〇
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
､
大
館
真
晴
研
究

員
が

｢安
横
山
と
采
女
の
物
語
/
古
代
の
伝
承
と
歌
⑤
｣
を
講

義
｡

三
月
二
〇
日

｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
六
号
を
発
行
｡

三
月
二
三
日

松
尾
光
副
所
長
兼
総
括
研
究
員

(以
下
､
副
所
長
と
略
す
)

の
退
任
記
念
講
演
会
を
開
催
｡
松
尾
副
所
長
が

｢書
き
か
え
ら

れ
る
古
代
史
｣
と
題
し
て
講
演
｡

平
成
二
十
年
度

四
月

三
日

吉
原
啓
研
究
員
が
着
任
｡

四
月

七
日

日
本
史
研
究
会
古
代
史
部
会
四
月
例
会
に
て
吉
原
啓
研
究
員

が

｢加
賀
郡
牌
示
札
に
つ
い
て
の
一
研
究
｣
を
発
表
｡

四
月
二

一
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
､
井
上
さ
や
か
研

究
員
が

｢巻

一
の
世
界

(上
)

一
番
歌
｣
を
講
義
｡

五
月

一
〇
日

奈
良
県
主
宰
の
第

一
回
N
A
R
A
万
葉
世
界
賞
贈
呈
式
お
よ

び
記
念
事
業
を
万
葉
文
化
館
企
画
展
示
室
に
て
開
催
｡
受
賞
者

の
ジ
ェ
ニ
･
ワ
キ
サ
カ
氏

(
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
元
教
授
)
に
よ

る
受
賞
記
念
講
演

｢万
葉
集
と
私
｣､
ジ

ェ
ニ
･
ワ
キ
サ
カ
氏
､

遠
山
敦
子
氏

((財
)新
国
立
劇
場
運
営
財
団
理
事
長
)
'
中
西

進
万
葉
文
化
館
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

｢万
葉

集
の
お
も
し
ろ
さ
｣
な
ど
を
実
施
｡

五
月

一
四
日

春
日
井
市
立
道
風
記
念
館
で
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢尾

張
の
万
葉
歌
｣
と
題
し
て
講
演
｡

五
月

一
七
日

第
四
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
歌
と
声
の
歌
と
の
比
較
研
究
｣

(代
表

･
真
下
厚
立
命
館
大
学
教
授
)
の
第
七
回
共
同
研
究
会

を
開
催
｡

五
月

一
九
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
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究
員
が

｢巻

一
の
世
界

(上
)
二
番
歌
｣
を
講
義
｡

五
月
二
〇
日

奈
良
交
通

･
近
鉄
管
理
グ
ル
ー
プ
主
催
の
奈
良
学
サ
ロ
ン

(国
際
奈
良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
)
で
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢
万
葉
び
と
の
年
中
行
事
｣
と
題
し
て
講
演
｡

五
月
二

一
日

春
日
井
市
立
道
風
記
念
館
で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢恋

歌
と
古
代
の
道
｣
と
題
し
て
講
演
｡

五
月
二
八
日

春
日
井
市
立
道
風
記
念
館
で
､
大
館
真
晴
研
究
員
が

｢
日
本

神
話
に
み
る
結
婚
｣
と
題
し
て
講
演
｡

六
月

一
日

東
京
代
官
山
の
奈
良
県
-
ス
タ
ジ
オ
に
お
い
て
､
第
四
回
万

葉
古
代
学
講
座
を
開
催
｡
寺
川
虞
知
夫
所
長
が

｢高
市
皇
子
の

挽
歌
｣
と
題
し
て
講
演
｡

六
月

四
日

春
日
井
市
立
道
風
記
念
館
で
､
大
館
真
晴
研
究
員
が

｢
ヤ
マ

ト
タ
ケ
ル
の
物
語
｣
と
題
し
て
講
演
｡

六
月

八
日

東
京
代
官
山
の
奈
良
県
-
ス
タ
ジ
オ
に
お
い
て
､
第
五
回
万

葉
古
代
学
講
座
を
開
催
｡
大

館真晴
研
究

員

が

｢

三輪山に

誓

っ

た
思
い
-

万
葉
歌
に
み
る
誓
い
と
は
-
｣
と
題
し
て
講
演
｡

六
月

一
三
日

橿
原
!
再
発
見

･
橿
原
歴
史
探
訪
講
座
と
し
て
､
井
上
さ
や

か
研
究
員
が

｢
万
葉
集
か
ら
学
ぶ
､
万
葉
び
と
の
心
｣
と
題
し

て
講
演
｡

六
月

一
五
日

東
京
代
官
山
の
奈
良
県
-
ス
タ
ジ
オ
に
お
い
て
､
第
六
回
万

葉
古
代
学
講
座
を
開
催
｡
松
尾
光
万
葉
古
代
学
研
究
所
名
誉
研

究
員
が

｢藤
原
鎌
足
の
虚
と
実
｣
と
題
し
て
講
演
｡

六
月

1
六
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
､
大
館
真
晴
研
究

員
が

｢巻

一
の
世
界

(上
)
三

･
四
番
歌
｣
を
講
義
｡

六
月
二
七
日

の
べ
お
か
天
下

一
市
民
交
流
機
構

(延
岡
市
)
で
､
井
上
さ

や
か
研
究
員
が

｢『絵
馬
』
『小
鍛
治
』
の
世
界
を
探
る
｣
を
講

演
｡

七
月

五
日

友
の
会
主
催

｢
万
葉
ら
く
ら
く
再
発
見
｣
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

｢
万
葉
文
化
館
を
楽
し
む
｣
で
､
吉
原
啓
研
究
員
が
館
内
を
案

内
｡

七
月

一
二
日

第
四
回
委
託
共
同
研
究

｢
万
葉
歌
と
声
の
歌
と
の
比
較
研
究
｣

(代
表

･
真
下
厚
立
命
館
大
学
教
授
)

の
第
八
回
共
同
研
究
会

を
開
催
｡

七
月

三

一日

第
二
十
七
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
及
び
特
別
展

｢
田
中

一
村
展
｣
関
連
事
業
と
し
て
､
寺
川
虞
知
夫
所
長
が

｢柳
田
国

男
の
南
島
へ
の
関
心
｣
を
講
演
｡

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
三
回
主
宰
共
同
研
究

｢旅
と
万
葉
集
｣

の
第

一
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡
共
同
研
究
員
は
､
寺
川
虞
知

夫
所
長

･
上
野
誠
副
所
長

･
井
上
さ
や
か
研
究
員

･
大
館
真
晴

研
究
員

･
吉
原
啓
研
究
員
､
伊
藤
信
宏
大
阪
大
学
准
教
授

･
神

埼
宣
武
旅
の
文
化
研
究
所
長

･
高
橋
孝
信
東
京
大
学
教
授

･
辰

巳
正
明
国
学
院
大
学
教
授

･
松
尾
光
万
葉
古
代
学
研
究
所
名
誉
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研
究
員
｡
研
究
会
は
､
寺
川
寅
知
夫
所
長
が
共
同
研
究
の
趣
旨

を
説
明
し
た
あ
と
､
今
後
二
カ
年
の
研
究
概
要
に
つ
い
て
‥

七
月

一
五
日

奈
良
交
通

･
近
鉄
管
理
グ
ル
ー
プ
主
催
の
奈
良
学
サ
ロ
ン

(国
際
奈
良
学
セ
､､､
ナ
-
ハ
ウ
ス
)
で
'
大
館
真
晴
研
究
員
が

｢古
代
人
に
と

っ
て
の

『
味

(う
ま
し
)』
｣
と
題
し
て
講
演
｡

七
月
二

〇
日

第
二
十
八
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
と
し
て
､
大
館
真
晴

研
究
員
が

｢海
事
山
幸
神
話
に
な
ぜ
歌
が
必
要
だ
っ
た
か
｣
を

講
演
｡

七
月
二

1
日

･友
の
会
共
催
の
･｢
万
葉
文
化
を
よ
む
｣
-･で
､
井
上
さ
や
か
研

究
員
が

｢巻

一
の
世
界

(上
)
五

･
六
番
歌
｣
を
講
義
｡

大
館
真
晴
研
究
員
が
､
奈
良
県
山
の
日

･
川
の
日
川
の
歴
史

･

文
化
講
座
と
し
て

｢
万
葉
歌
に
み
る
飛
鳥
川
｣
を
講
演
｡

七
月
二
四
日

奈
良
県
立
教
育
研
究
所
主
催
の
研
修
会

｢古
典
に
親
し
ま
せ

る
授
業
づ
く
り
｣
で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢
『
万
葉
集
』

を
学
ぶ
た
め
の
体
験
学
習
に
向
け
て
｣
と
題
し
て
講
義
｡

七
月
二
五
日

中
国
鄭
州
大
学
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師
の
葛
継
勇
氏

が
､
平
成
二
十
年
度
万
葉
古
代
学
研
究
所
海
外
研
修
員
と
し
て

着
任
｡

七
月
二
七
日

第
二
十
九
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
と
し
て
､
井
上
さ
や

か
研
究
員
が

｢海
を
渡

っ
た
万
葉
歌
-
ち
り
め
ん
本
と
近
代
国

家
-
｣
を
講
演
｡

八
月

二
日

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
の
講
師
を
'
吉
原
啓
研
究
員
が
務

め
る
｡

八
月

三
日

第
三
十
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
と
し
て
､
吉
原
啓
研
究

員
が

｢古
代
の
お
触
れ
書
き
と
村
の
祭
り
｣
を
講
演
｡

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
の
講
師
を
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

務
め
る
｡

八
月

四
日

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
の
講
師
を
､
大
館
真
晴
研
究
員
が

務
め
る
｡

八
月

九
日

･第
三
十

一
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
と
し
て
､
上
野
誠
副

所
長
が

｢折
口
信
夫
､
明
日
香

へ
の
旅
-
そ
の
万
葉
古
代
学
の

始
発
-
｣
を
講
演
｡

奈
良
女
子
大
学
と
共
催
で
､
第
七
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
夏
期

セ
ミ
ナ
ー
/
奈
良
女
子
大
学
二
十

一
世
紀
c
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

｢古
代
日
本
形
成
の
特
質
解
明
の
研
究
教
育
拠
点
｣
(若
手
研
究

者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
を
実
施
｡

一
日
目
は
特
別
講
義

｢
関
連

分
野
の
学
び
方
｣
と
し
て
､
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
坂
本
信
幸
奈
良

女
子
大
学
大
学
院
教
授
の
も
と
､
第

一
幕

･
内
田
賢
徳

(京
都

大
学
大
学
院
教
授
)
｢
関
連
分
野
の
教
養
｣
､
第
二
講

･
大
槻
信

(京
都
大
学
大
学
院
准
教
授
)
｢訓
点
資
料
入
門
｣
'
第
三
講

･

道
坂
昭
虞

(京
都
大
学
大
学
院
准
教
授
)
｢六
朝
詩
に
つ
い
て
｣

を
実
施
｡
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八
月

一
〇
日

第
七
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
/
奈
良
女
子
大

学
二
十

一
世
紀
c
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

｢古
代
日
本
形
成
の
特
質

解
明
の
研
究
教
育
拠
点
｣
(若
手
研
究
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
)

の
二
日
目
は
'
｢韓
国
木
簡
の
現
在
｣
と
超
し
て
､
神
野
志
隆

光
東
京
大
学
大
学
院
教
授
の
司
会
の
も
と
､
李
成
市
早
稲
田
大

学
文
学
学
術
院
教
授
'
李
鋒
賢
大
韓
民
国
国
立
扶
余
博
物
館
学

芸
研
究
士
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
｡
三
上
喜
孝

(山
形

大
学
准
教
授
)､
舘
野
和
己

(奈
良
女
子
大
学
教
授
)
が
コ
メ

ン
-
を
付
し
た
｡

八
月

一
八
日

友
の
会
共
催
の

｢
万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
､
大
館
真
晴
研
究

員
が

｢巻

一
の
世
界

(上
)
七
～
九
番
歌
｣
を
講
義
｡

八
月
三

一
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
三
回
主
宰
共
同
研
究

｢旅
と
万
葉
集
｣

の
第
二
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡
佐
伯
順
子
同
志
社
大
学
教
授

が

｢旅
と
遊
女
に
つ
い
て
｣
､
松
尾
光
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講

師
が

｢『律
令
』
･
『風
土
記
』
･
『霊
異
記
』
に
み
る
旅
｣､
ジ
ェ

ラ
ル
ド
･
グ
ロ
ー
マ
-
山
梨
大
学
教
授
が

｢曹
女
の
旅
と
音
楽

に
つ
い
て
｣
を
発
表
｡
そ
の
後
'
参
加
者
全
員
で
の
討
議
を
行

う
〇

九
月

一
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
三
回
主
宰
共
同
研
究

｢旅
と
万
葉
集
｣

の
第
三
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡
大
木
康
東
京
大
学
東
洋
文
化

研
究
所
教
授
が

｢鴻
夢
龍

『山
歌
』
と
妓
女
｣
､
大
館
真
晴
研

究
員
が

｢『
日
本
書
紀
』
に
み
る
天
皇
の
移
動
表
現
-

｢幸
｣
･

｢巡
｣
を
中
心
に
-
｣
を
発
表
｡
そ
の
後
､
参
加
者
全
員
で
の

討
議
を
行
う
｡

九
月

一
六
日

奈
良
交
通

･
近
鉄
管
理
グ
ル
ー
プ
主
催
の
奈
良
学
サ
ロ
ン

(国
際
奈
良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
)
で
､
大
館
真
晴
研
究
員
が

｢仁
徳
天
皇
の
歌
物
語
｣
と
題
し
て
講
演
｡

九
月

一
七
日

笑
狸
会
九
月
例
会

(高
松
市
)
で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢玉
藻
よ
し
讃
岐
の
国
｣
を
講
演
｡

九
月
二
二
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
大
館
真
晴
研
究

員
が

｢巻

一
の
世
界

(上
)

一
〇
～
一
二
番
歌
｣
を
講
義
｡

)
2

th
ln
tern
a
tio
n
a
t
C
o
n
fe
ren
ce
o
f
T
h

e

E
A
J
S

(
イ

タ
-
ア
･
サ
レ
ン
ト
大
学
)

で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

rTh
e
M
a
r

k
in
g
s
of

L
o
ve:
O
rality,
Textuality,
and

R

esistan
c
e
to
th
e
C
o
ロ
fu
cia
ロ
W
a
y
｣
を
発
表
｡

九
月
二
七
日

第
四
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
歌
と
声
の
歌
と
の
比
較
研
究
｣

(代
表

･
真
下
厚
立
命
館
大
学
教
授
)
の
第
九
回
共
同
研
究
会

を
開
催
｡

九
月
二
八
日

第
三
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
集
の
成
立
基
盤
と
し
て
の
ヤ

マ
ト
の
信
仰
的
世
界
観
の
総
合
的
研
究
-
二
上
山
周
辺
地
域
を

視
座
と
し
て
-
｣
の
研
究
成
果
発
表
と
し
て
､
第
五
回
万
葉
古

代
学
研
究
所
共
同
研
究
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢人
は
な
ぜ
二
上
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山
に
の
ぼ
る
の
か
｣
を
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
｡
第

一
講
は
大
石
泰
夫
盛
岡
大
学
教
授
が

｢共
同
研
究
の

概
要
｣
お
よ
び

｢総
括

･
趣
旨
説
明
｣
を
､
第
二
講
は
城
崎
陽

子
国
学
院
大
学
兼
任
講
師
が

｢
ヤ
マ
ト
の
ダ
ケ
ノ
ポ
リ
と
信
仰
｣､

第
三
講
は
吉
川
祐
子
常
葉
学
園
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
が

｢納

骨
習
俗
と
ダ
ケ
ノ
ボ
-
｣
､
第
四
講
は
菊
地
義
裕
東
洋
大
学
教

授
が

｢
二
上
山
周
辺
地
域
の
要
地
性
｣
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
講

演
し
､
そ
の
後
､
大
石
氏
の
司
会
で
講
演
者
お
よ
び
伊
藤
高
雄

国
学
院
大
学
兼
任
講
師
い.
志
水
義
夫
東
海
大
学
准
教
授
C.
渡
部

修
武
蔵
野
大
学
非
常
勤
講
師
を
交
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
催
す
｡

一
〇
月

二
日

竹
本
晃
主
任
研
究
員

(以
下
､
研
究
員
と
略
す
)
が
着
任
｡

一
〇
月

一
三
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
三
回
主
宰
共
同
研
究

｢旅
と
万
葉
集
｣

の
第
四
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡
後
藤
明
南
山
大
学
教
授
が

｢
海
を
渡

っ
た
モ
ン
ゴ

ロ
イ
ド
｣
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢
『
万
葉
集
』
に
お
け
る

｢旅
｣
｣
に
つ
い
て
研
究
報
告
｡

一
〇
月

一
八
日

友
の
会
主
催

｢
万
葉
ら
-
ら
-
再
発
見
｣

の
プ

ロ
グ
ラ
ム

｢藤
原
京
ウ
ォ
ー
ク
｣
で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
近
鉄
八
木

駅
か
ら
大
官
大
寺
跡
ま
で
を
解
説
し
っ
つ
案
内
｡

高
菜
学
会
大
会
に
お
い
て
大
館
真
晴
研
究
員
が

｢筑
前
国
風
土

記
逸
文
(憎
土
郡
)
に
み
る
地
名
起
源
説
話
の
特
徴
｣
と
題
し
て

研
究
発
表
｡

一
〇
月
二
〇
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研

究
員
が

｢巻

一
の
世
界

(上
)

一
三
～

一
五
番
歌
｣
を
講
義
｡

一
〇
月
二
二
日

奈
良
県
立
大
学
平
城
遷
都

一
三

〇
〇
年
特
別
講
義
に
お
い
て
､

井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢奈
良
の
万
葉
歌
｣
を
講
演
｡

一
〇
月
二
六
日

東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議
韓
国
大
会

(高
麗
大
挙
)
に

お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢連
A
呈
叔現
に
お
け
る
百
済

･

新
羅

･
高
麗
｣
を
発
表
｡

一
〇
月
三
〇
日

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
ド
ク
タ
ー

研
究
員
プ
亘
ジ

ェ
ク
ト
丁
東
ア
ジ
ア
と
日
本
古
代
都
城
を
つ
な

ぐ
道
を
探
る
-
外
国
使
節
の
迎
接
道
-
｣
第
四
回
研
究
会
で
､

竹
本
晃
研
究
員
が
竹
内
峠
越
え
の
踏
査
を
引
率
｡

一
〇
月
三
一
日

J
T
B
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン

(大
阪
梅
田
教
室
)
主
催
の
万

葉
講
座
で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢
万
葉
の
舞
台
'
飛
鳥
へ
｣

を
講
演
｡

二
月
四
日

奈
良
芸
術
短
期
大
学
の
明
日
香
学
講
座

(教
養
科
目
)
で
､

井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢明
日
香

(飛
鳥
)
と
万
葉
-
｣
を
講

演
｡

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
ド
ク
タ
ー
研

究
員
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

｢東
ア
ジ
ア
と
日
本
古
代
都
城
を
つ
な
ぐ

道
を
探
る
-
外
国
使
節
の
迎
接
道
-
｣
第
五
回
研
究
会
で
､
竹

本
晃
研
究
員
が
大
坂

(穴
虫
)
越
え
の
踏
査
を
引
率
｡
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二

月

六
日

1
T
B
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン

(東
京
新
宿
教
室
)
主
催
の
万

葉
講
座
で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢
万
葉
の
舞
台
､
飛
鳥
へ
｣

を
講
演
｡

二

月

二

日

奈
良
芸
術
短
期
大
学
の
明
日
香
学
講
座

(教
養
科
目
)
で
､

井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢明
日
香

(飛
鳥
)
と
万
葉
2
｣
を
講

演
｡

二

月

一
四
日

1
T
B
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
主
催
の

｢万
葉
の
舞
台
､
飛
鳥

へ
｣
(現
地
踏
査
)
で
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
館
内
及
び
明

日
香
村
内
踏
査
の
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

二

月

一
七
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
､
寺
川
虞
知
夫
所

長
が

｢巻

一
の
世
界

(上
)

一
六
番
歌
｣
を
講
義
｡

二

月

一
八
日

奈
良
交
通

･
近
鉄
管
理
グ
ル
ー
プ
主
催
の
奈
良
学
サ
ロ
ン

(国
際
奈
良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
)
で
､
大
館
真
晴
研
究
員
が

｢記
紀
の
物
語
に
み
る
桜
｣
と
題
し
て
講
演
｡

二

月
二
九
日

第
四
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
歌
と
声
の
歌
と
の
比
較
研
究
｣

(代
表

･
真
下
厚
立
命
館
大
学
教
授
)
の
第
十
回
共
同
研
究
会

を
開
催
｡

一
二
月

七
日

第
六
十
七
回
友
の
会
講
座
で
､
蔦
継
勇
海
外
研
修
員
が

｢飛

鳥
寺
の
造
営
と
東
ア
ジ
ア
の

『仏
教
外
交
』｣
､
竹
本
晃
研
究
員

が

｢遣
障
使
と
冠
位
十
二
階
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
二
月

一
五
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
､
大
館
真
晴
研
究

員
が

｢巻

一
の
世
界

(上
)

一
七
～
一
九
番
歌
｣
を
講
義
｡

一
二
月

一
八
日

和
泉
市
教
育
委
員
会
文
化
財
振
興
課
の
資
料
調
査
で
､
竹
本

晃
研
究
員
が
大
般
若
経
調
査
を
指
導
｡

1
二
月

1
九
日

第
七
回
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
で
､

井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉
の
た
の
し
み
｣
､
竹
本
晃
研
究

員
が

｢歌
木
簡
こ
ぼ
れ
話
｣
と
題
し
て
講
義
｡

一
二
月
二

一
日

第
五
回
委
託
共
同
研
究
の
採
用
に
つ
い
て
､
審
議
会
を
開
催
｡

一
月

一
二
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
三
回
主
宰
共
同
研
究

｢旅
と
万
葉
集
｣

の
第
五
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡
竹
本
晃
研
究
員
が

｢正
倉
院

文
書
と
木
簡
か
ら
み
た
移
動
｣
と
題
し
て
研
究
報
告
｡

一
月

一
四
日

暮
継
勇
海
外
研
修
員

･
竹
本
晃
研
究
員
が
'
奈
良
県
庁
に
お

け
る
研
修
成
果
発
表
会
に
出
席
｡
葛
研
修
員
が
成
果
を
発
表
｡

一
月

一
八
日

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
ド
ク
タ
ー

研
究
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

｢東
ア
ジ
ア
と
日
本
古
代
都
城
を
つ
な

ぐ
道
を
探
る
-
外
国
使
節
の
迎
接
道
-
｣
第
六
回
研
究
会
で
､

竹
本
晃
研
究
員
が
渋
川
道

(難
波
か
ら
河
内
ま
で
)
の
踏
査
を

引
率
｡

一
月

一
九
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
､
井
上
さ
や
か
研

究
員
が

｢巻

1
の
世
界

(上
)
二
〇
･
二

1
番
歌
｣
を
講
義
.

一
月
二
〇
日

奈
良
交
通

･
近
鉄
管
理
グ
ル
ー
プ
主
催
の
奈
良
学
サ
ロ
ン

(国
際
奈
良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
)
で
､
大
館
真
晴
研
究
員
が
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｢古
代
の
人
々
は
星
を
ど
う
理
解
し
た
か
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
月
二
四
日

第
四
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
歌
と
声
の
歌
と
の
比
較
研
究
｣

(代
表

･
真
下
厚
立
命
館
大
学
教
授
)
の
第
十

一
回
共
同
研
究

会
を
開
催
｡

一
月
二
八
日

葛
継
勇
海
外
研
修
員
が
離
任
し
､
中
国
に
帰
国
｡
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◆
専
任
研
究
員
の
お
も
な
業
績

(平
成
二
十
年
二
月
～
平
成
二
十

1
年

1
月
)

松
尾

光

(平
成
二
十
年
三
月
三
十

一
日
退
任
)

[研
究
論
文
]

O
｢和
泉
監

･
吉
野
監
の
名
称
に
つ
い
て
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
六

号
)
平
成
二
十
年
三
月

O
｢万
葉
挽
歌
詠
の
作
者
と
場
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
六
号
)
平
成

二
十
年
三
月

[そ
の
他
]

O
｢万
葉
万
華
鏡
①
/
三
輪
山
を
し
か
も
か
-
す
か
｣
(｢ロ
araロtO
｣
二
十
号
)

平
成
二
十
年
三
月

o
｢万
葉
歌
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
⑫
/
朝
､
川
を
渡
る
｣
(｢天
飛
ぶ
｣
二
十
号
)

平
成
二
十
年
三
月

O
｢鎌
足
像
は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
か
｣
(｢
や
ま
と
み
ち
｣
九
八
号
)
平
成

二
十
年
三
月

井
上

さ
や
か

[研
究
論
文
]

O
｢『
日
晩
』
と
い
う
表
語
-

漢
字
文
化
圏
に
お
け
る
万
葉
歌
の
位
置
を
探
る

た
め
に
-
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
六
号
)
平
成
二
十
年
三
月

O
｢死
者
へ
の
歌

･
死
者
か
ら
の
歌
-

『万
葉
集
』
『文
選
』
の
挽
歌
の
作
中

主
体
-
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
六
号
)
平
成
二
十
年
三
月

O
｢連
合
表
現
に
お
け
る
百
済

･
新
羅

･
高
麗
｣
(｢東
ア
ジ
ア
の
人
文
伝
統
と

文
化
力
学
｣)
平
成
二
十
年
十
月

[研
究
発
表
]

0
rTheM
a
r
kin
g
s
o
f
L
o
v

e

:
O

ratity
,
T

ex
tu
a
tity
,
a
n
d

R

esist

a
n
ce
to
th
e
C
on
f亡
Cia
n
W
a
y
｣
(Eu
r
o
p
ean
A
sso
cia
tio
n
o
f
∫

apanes
e
S
tu
dies)
平
成
二
十
年
九
月

O
｢連
合
表
現
に
お
け
る
百
済

･
新
羅

･
高
麗
｣
(東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際

会
議
韓
国
大
会
)
平
成
二
十
年
十
月

[そ
の
他
]

O
｢万
葉
万
華
鏡
②
/
た
ま
き
は
る
宇
智
｣
(｢na
r

aロtO｣
二
十

一
号
)
平
成

二
十
年
六
月

O
｢万
葉
歌
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
⑬
/
伝
説
の
美
女
と
の
避
遁
｣
(｢天
飛
ぶ
｣
二

十

一
号
)
平
成
二
十
年
七
月

O

rThe
M
a
rk
in
g
s
of

L
o
ve‥
O
ra
tity
,
T

ex
tu
a
tity
,
a
n
d

R

esist

a
n
ce
to
th

eCon
fu
cia
n
W
a
yJ
(
)
2

T
H

IN
T
E
R
N
A
T
tO
N
A
L

C
ONF
E
R
E
N
C
E
O
F
T
H
E
E
A
J
S
)
平
成
二
十
年
九
月

O
｢万
葉
万
華
鏡
④
/
わ
が
背
子
と
二
人
見
ま
せ
ば
｣
(｢n
aranto
｣
二
十
三

号
)
平
成
二
十
年
十
二
月

-96-



大
館

真
晴

[研
究
論
文
]

O
｢允
恭
天
皇
紀
に
み
る
訓
注
の
一
機
能
1
闘
鶏
国
造
の
人
物
造
形
と
関
わ
ら

せ
て
｣
(『万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
』
六
号
)
平
成
二
十
年
三
月

O
｢
う
ま
し
｣
(『修
辞
論
』
近
藤
信
義
編

･
お
う
ふ
う
)
平
成
二
十
年
十
二
月

[研
究
発
表
]

O
｢筑
前
国
風
土
記
逸
文
(悟
土
郡
)
に
み
る
地
名
起
源
説
話
の
特
徴
｣
(高
菜

学
会
大
会
)
平
成
二
十
年
十
月

[そ
の
他
]

O
｢万
葉
万
華
鏡
③
/
花
の
み
に
咲
き
て
｣
(｢
ロarantO
｣
二
十
二
号
)
平
成

二
十
年
九
月

O
｢『先
代
旧
事
本
紀
』
を
読
み
解
-

巻
第
六

｢皇
孫
本
紀
｣｣
(『歴
史
読
本

特
集
ワ
イ
ド

『先
代
旧
事
本
紀
』
を
読
み
解
-
』
五
三
-
十
二
･
新
人
物

往
来
社
)
平
成
二
十
年
十
二
月

O
｢木
簡
の
イ
ロ
ハ
｣
(｢万
葉
図
書

･
情
報
室
だ
よ
り
｣
二
十

一
号
)
平
成
二

十
年
七
月

O
｢万
葉
歌
の
魅
力
を
探
る
⑭
/
仮
塵
を
壊
す
｣
(｢天
飛
ぶ
｣
二
十
二
号
)
辛

成
二
十
年
十
月

竹
本

晃

(平
成
二
十
年
十
月

一
日
着
任
)

[研
究
論
文
]

O
｢古
写
経
研
究
の
可
能
性
-
道
行
知
識
経
に
つ
い
て
-
｣
(｢九
州
史
学
｣
第

百
五
十

一
号
)'
平
成
二
十
年
十
月
｡
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吉
原

啓

(平
成
二
十
年
九
月
三
十
日
退
任
)

[研
究
発
表
]

O
｢加
賀
郡
勝
示
札
に
つ
い
て
の
一
研
究
｣
(日
本
史
研
究
会
古
代
史
部
会
四

月
例
会
)
平
成
二
十
年
四
月

[そ
の
他
]




